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―博学連携に着目した考察―
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128 -Abstract-
A Study on Effective Utilization of Social Educational Facilities 
in the High School Education 
-Focusing on Cooperation of a Museum and the School-
HAYASm Yukiyoshi 
<Purpose> 
About the cooperation of a school and social educational facilities, the need has been shown includ-
ing conference of the Central Council of Education reports from past. The utilization at an elementary 
school, the junior high school was shown from a course of study in 1947 when I confirmed a course 
of study. In the high school, it came to be mentioned in 1999 by a course of study. But there are a 
library, a museum, various facilities including public hall or other social educational facilities even if 
I say social educational facilities. In this study, I focus on a museum of the inside. I take the trend of 
the precedence study about an effect and the problem into consideration and clarify the cooperation 
situation of a high school and the museum and am intended that I consider the way of cooperation 
of a museum and the school substantially. 
<Method and Contents> 
I carried out the inventory survey by the mailing method from June, 2015 through September. 
Registration Museum. a museum was considerably facilities, and the subjects of survey had an answer 
from 725 facilities. The main investigation contents are the school which cooperated about an outreach 
program and a school and the present conditions such as the contents and the public information, the 
use situation of the high school that participated about the contents, project. In addition, I visited 5 
facilities in March, 2016 and carried out the semi-structured interview of approximately 60 minutes 
about concrete practice examples. 
<Result and Consideration> 
I confirmed the actual situation from the viewpoint of presence of the having, ① prior consulta-
tion or not. ② use results or not, ③ support results or not, ④ result report, these four about the use 
situation of the high school. ② There were the most "an excursion, social visits" and followed with 
"internship" "school excursion" "learning about the native district and art" as follows when I paid my 
attention to having use results or not On the other hand. the use by the・student council officers' 
meeting" "learning fire dril, disaster prevention dril" "learning about the mathematics" "learning 
about a copyright and the information ethic" was dul. 
<Suggestion> 
I can point out that cooperation before the learning activity becomes important when I consider 
expedient to let the way of the cooperation of a high school and the museum, the use of the high 
school activate to be first, and to be any learning activity. It is difficult to expect a high learning effect 
when the intention of a school, the teacher and the correspondence of a museum, the curator include 
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disagreement It is necessary to examine the role that the teacher takes on the second closely. Teacher 
who is an expert of the school education, curator who are an expert of the museum education, both 
are common in the meaning called the expert of the education. Mutual understanding deepens by 
experts taking enough time, and talking, and effective cooperation is enabled by developing learning 
after the appropriate prior learning, thing that I stood on it 
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高校教育における社会教育施設の活用に関する実証的研究
ー一博学連携に着目した考察
林 幸克
I. 問題意識
1. 中央教育審議会・学習指導要領における社会教育施設の位置づけ
中央教育審議会答申「チームとしての学校の在り方と今後の改善方策について」 (2015)において，
「チームとしての学校」が関係機関・団体と連携・協働して教育の充実化を図ることが示された。ま
た，中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部会「次期学習指導要領等に向けたこれまでの審議
のまとめ」 (2016)では，学校と社会教育施設との連携について，次のように示された。
〇「主体的・対話的で深い学び」の充実に向けては，読書活動のみならず，子供たちが学びを深め
るために必要な資料（統計資料や新聞，画像や動画等も含む）の選択や情報の収集，教員の授業
づくりや教材準備等を支える学校図書館の役割に期待が高まっている。公共図書館との連携など，
地域との協働も図りつつ，その機能を充実させていくことが求められる。
0部活動も含めた，子供の自主的・自発的な参加により行われるスポーツや文化，科学等に関する
活動の実施に当たっては，教員の負担軽減の観点も考慮しつつ．地域や学校の実態に応じ，地域
の人々の協力，社会教育施設や社会教育関係団体等，各種団体との連携など，生徒にとっても多
様な経験の場となるよう，運営上の工夫を行うことが求められる。
0博物館や資料館，図書館などの公共施設についても引き続き積極的に活用すること
さらに中央教育審議会答申「幼稚園，小学校，中学校，高等学校及び特別支援学校の学習指導
要領等の改善及び必要な方策等について」 (2016)でも，以下のように社会教育施設との連携が示
された。
0教育課程の実施に当たって，地域の人的・物的資源を活用したり，放課後や土曜日等を活用した社
会教育との連携を図ったりし，学校教育を学校内に閉じずにその目指すところを社会と共有・
連携しながら実現させること。
0教育内容と．教育活動に必要な人的・物的資源等を地域等の外部の資源も含めて活用しながら
効果的に組み合わせること。
0 「主体的・対話的で深い学び」の充実に向けては，（中略）公共図書館との連携など，地域との協
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働も図りつつ，その機能を充実させていくことが求められる。資料調査や，本物の芸術に触れる
鑑賞の活動等を充実させる観点からは，博物館や美術館，劇場等との連携を積極的に図っていく
ことも重要である。
このほかにも，教科（社会や技術・家庭など）の学習においても公民館や博物館・科学館等を活用
することが肝要であることが明示された。また，生徒指導提要 (2010)にも，学校における社会教育
施設・機関の積極的な活用・連携の重要性が明文化されている。
学校と社会教育施設の連携に関しては，最近の中央教育審議会答申等も含めて，従前からその必要
性が示されてきた。その一端として，学習指導要領を確認すると， 1947年版学習指導要領（試案）か
ら，小学校・中学校での活用が示されていた。高等学校では.1999年版学習指導要領から言及される
ようになった。内容としては，総則（部活動との関連），各教科（社会・地理歴史，理科，図画工作・
芸術・音楽・美術）．総合的な学習の時間，特別活動における活用が主たるものとなっている。なお，
表中の下線は筆者が付記したものである。
さらに， 2017年版小学校学習指導要領， 2017年版中学校学習指導要領においても，総則，社会．理
科，総合的な学習の時間，特別活動の中で社会教育施設への言及があり，連携を重視する姿勢は今日
まで一貫しているといえる。
表1 学習指導要領における社会教育施設に関する記述
小学校 中学校 高等学校
環境の自然や施設（たとえば郵便局，役場，農業会，購買組合，あるいは事業場，商店，工場，植物園，動物園など
のような）なども，こうした考えのうちにいれてみれば，またその利用が考えられると思うし，新しい教具や設備な
1947 (昭和22)年版学習指導要領（試案） ども考案される必要も出て来ると思う。要は，先にいったように，児童の自発的な活動を刺げきし，望ましい方向に 記述なし発展させて行くために，児童の環境をどんなふうに作ったらよいかを考えて，それを実現すればこれらの問題が解決
されるのである。（この種の教具としてたいせつな映画，フィルム，幻燈のスライドの現在わが国にあるものについて
は文部省社会教育局から発行されている教育映画等審査目録に注意されたい。）
1951 (昭和26)年版学習指導要領（試案） 記述なし
1958 (昭和33)年版学習指導要領（小学校，中学校），
記述なし
1960 (昭和35)年版学習指導要領（高等学校）
1968 (昭和43)年版学習指導要領（小学校）， 1969(昭
和44)年版学習指導要領（中学校）， 1970(昭和45)年 記述なし
版学習指導要領（高等学校）
1977 (昭和52)年版学習指導要領（小学校，中学校），
記述なし
1978 (昭和53)年版学習指導要領（高等学校）
指導計画の作成に当たっては．博物館や郷土資料館等の
日本人の生活や生活に根ざした文化については，各時代の政
1989 (平成元）年版学習指導 社会（小学校），社会（歴 活用を図るとともに，身近な地域及び国土の遺跡や文化
治や社会の動き及び各地域の地理的条件，身近な地域の歴史
要領 史的分野）（中学校） 財などの観察や調査を行い，それに基づく表現活動が行
とも関連付けて指導するとともに，民俗学などの成果の活用 記述なし
われるよう配慮する必要がある。
や博物館，郷土資料館などの文化財の見学・調査を通して，
生活文化の展開を具体的に学ぶことができるようにすること。
総則（第4 総合的な学
習の時間の取扱い）（中 学校図書館の活用，他の学校との連携，公民館，図書館，博物館等の社
学校），（第4款総合的 記述なし 会教育施設や社会教育関係団体等の各種団体との連携，地域の教材や学
な学習の時間の取扱い） 習環境の積極的な活動などについて工夫すること。
（高等学校）
日本人の生活や生活に根ざした文化については各時代の政
1998 (平成10)年版学習指導 博物館や郷土資料館等の活用を屈るとともに，身近な地 治や社会の動き及び各地域の地理的条件，身近な地域の歴史
要領（小学校，中学校）， 1999 域及び国土の遺跡や文化財などの観察や調査を行うよう とも関連付けて指導するとともに，民俗学などの成果の活用
（平成11)年版学習指導要領
社会（小学校），社会（歴
にすること。 や博物館，郷土資料館などの見学・調査を通じて，生活文化
（高等学校） 史的分野）（中学校）
の展開を具体的に学ぶことができるようにすること。 記述なし
（前略）地域の特性に応じた時代を取り上げるようにすると
学校図書館や公共図書館，コンピュータなどを活用して， ともに．人々の生活や生活に根ざした伝統や文化に着目した
資料の収集・活用・整理などを行うようにすること。 取扱いを工夫すること。その際博物館，郷土資料館などの
活用も考慮すること。
理科
指導に当たっては，博物館や科学学習センターなどを積
記述なし 記述なし
極的に活用するよう配慮すること。
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表2 学習指導要領における社会教育施設に関する記述（表1のつづき）
小学校 中学校 高等学校
図画工作（小学 各学年の「B鑑懺」の指導に当たっては．児 各学年の「B鑑質」の題材については． 日本や諸 各科目の特質を踏まえ，地域や学校の実態に応じ校），美術（中 童や学校の実態に応じて，地域の差懲箆など 外国の児童生徒の作品，アジアの文化遺産につい て，地域の文化財，文化施設，社会教育施設等の学校），芸術 ても取り上げるとともに，美術館・博物館等の施設 活用を図ったり，地域の人材の協力を求めたりす
（高等学校） を利用すること。 や文化財などを積極的に活用するように子ること。 ること。
1998 (平成10)年版学
学校の創意工夫を生かすとともに，学校の実態や習指導要領（小学校．
中学校）， 1999(平成 学校の創意工夫を生かすとともに．学校の実態や 生徒の発達段階及び特性等を考慮し，教師の適切
11)年版学習指導要領 生徒の発達段階などを考慮し，教師の適切な指導 な指導の下に，生徒による自主的，実践的な活動
（高等学校） 特別活動（中学 記述なし の下に生徒による自主的，実践的な活動が助長
が助長されるようにすること。その際，ボランティ
校，高等学校） されるようにすること。また，家庭や地域の人々 ア活動や，就業体験など勤労にかかわる体験的な
との連携，社会教育施設等の活用などを工夫する 活動の機会をできるだけ取り入れるとともに，家
こと。 庭や地域の人々との連携，社会教育施設等の活用
などを工夫すること。
生徒の自主的，自発的な参加により行われる部活動については，スポーツや文化及び科学等に親しま
総則 記述なし せ，学習意欲の向上や責任感連帯感の涵養等に資するものであり，学校教脊の一現として協，教力育課程との関連が図られるよう留意すること。その際，地域や学校の実態に応じ地域の人々の ，埜
会教育施設や社会教育関係団体等の各種団体との連携などの運営上の工夫を行うようにすること。
日本人の生活や生活に根ざした文化については，
博物館や郷土資料館等の施設の活用を図ると 政治の動き，社会の動き，各地域の地理的条件，
ともに，身近な地域及び国土の遺跡や文化財 身近な地域の歴史とも関述付けて指導したり，民
社会（小学校）， などの観察や調査を取り入れるようにするこ 俗学や考古学などの成果の活用や博物館，郷土資
社会（歴史的分 と。 饂具体などの施設を見学・調査したりするなどして 年表，地図その他の資料を一層活用させるととも
野）（中学校）， 的に学ぶことができるようにすること。 に，地域の文化遺産博物館や資料館の調究・見
地理歴史（高等 （前略）地域の特性に応じた時代を取り上げるよ 学などを取り入れるよう工夫すること。
学校） 学校図嘗館や公共図書館，コンピュータなど うにするとともに，人々の生活や生活に根ざした
を活用して，資料の収集・活用・整理などを 伝統や文化に着目した取扱いを工夫すること。そ
行うようにすること。 の際博物館，ヵ郷土資料館などの施設の活用や地
2008 (平成20)年版学 域の人々の醤 も考祗すること。
習指導要領（小学校，
博物館や科学学習センターなどと連携．協力 各科目の指導に当たっては，大学や研究機関堕る中学校）， 2009導(平成 理科 を図りながら，それらを積極的に活用するよ
博物館や科学学習センターなどと積極的に連携，
物こ館と。などと積極的に連携，協力を図るようにす21)年版学習指要領 協力を図るよう配慮すること。
（高等学校） う配慮すること。
校音屈学答画）校楽学．工）校・美．作）術芸術（小術（学潟中・
各学年の「B鑑賞」の指導に当たっては，児 各学年の「B鑑賞」の題材については， H本及び諸 各科目の特質を踏まえ，地域や学校の実態に応じ外国の児童生徒の作品．アジアの文化遺産につい て．文化施設，社会教育施設，地域の文化財等の
童や学校の実態に応じて，地域のす差る璽-整となど ても取り上げるとともに，美術館・博物館等の施設 活用を図ったり地域の人材の協力を求めたりするを利用したり，連携を圏ったり 。 や文化財などを積極的に活用するようにすること。 こと。
総合的な学習 学校図腎館の活用，他の学校との連携，公民館，図書館，博物館等の社会教育施設や社会教育関係団体等の各種団体との連携，地域の教材や学習
の時間 環境の積極的な活動などの工夫を行うこと。
（前略）学校の創意工夫を生かすとともに，学級 （前略）学校の創意工夫を生かすとともに，学校 各教科・科目や総合的な学習の時問などの指導と
や学校の実態や児童の発達の段階なとを考慮し， の実態や生徒の発達の段階などを考慮し，生徒に の関連を図るとともに，家庭や地域の人々との連
児童による自主的，実践的な活動が助長されるよ よる自主的，実践的な活動が助長されるようにす 携社会教育施設等の活用などを工夫すること。
特別活動 うにすること。また，各教科，道徳，外国語活動 ること。また，導各と教科．道徳及び総合的な学習の その際，ボランティア活動などの社会奉仕の精神
及び総合的な学習の時間などの指導との関連を 時間などの指 の関連を図るとともに家庭や を養う体験的な活動や就業体験などの勤労にかか
図るとともに家庭や地域の人々との連携，埜全 地域の人々との連携，社会教育施設等の活用など わる体験的な活動の機会をできるだけ取り入れる
教育施設等の活用などを工夫すること。 を工夫すること。 こと。
???????
?
???????
?
?
?
????????
??
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2. 博物館への着目
一括りに社会教育施設といっても，様々な施設がある。教育基本法第12条には，「国及び地方公共
団体は．図書館．博物館，公民館その他の社会教育施設の設置，学校の施設の利用．学習の機会及び
情報の提供その他の適当な方法によって社会教育の振典に努めなければならない」とあり，社会教育
法第9条では．「図書館及び博物館は，社会教育のための機関とする」と記述されている。本研究で
は，その中の博物館に焦点を当てる。
1947年版学習指導要領（試案）の中の「植物園」「動物園」， 1989年版学習指導要領における「郷土
資料館」は，博物館に該当するものであり，学校との連携に関して．他の社会教育施設（公民館や図書
館など）より先んじている。そのためか，学校との連携に関して，博物館に関してのみ“博学連携.(!)
という概念がある。公民館や図書館には．これに相当する概念はない。
学校との連携に関して，博物館法第3条に，「学校，図書館，研究所，公民館等の教育，学術又は文
化に関する諸施設と協力し，その活動を援助すること」とされている。また，文部科学省「博物館の
設置及び運営上の望ましい基準」 (20ll)第ll条では，「博物館は，事業を実施するに当たっては，学
校当該博物館と異なる種類の博物館資料を所蔵する博物館等の他の博物館，公民館，図書館等の社
会教育施設その他これらに類する施設，社会教育関係団体，関係行政機関，杜会教育に関する事業を
行う法人，民間事業者等との緊密な連携，協力に努めるものとする」とされており，学校との連携が
謳われていることがわかる。
博学連携の在り方について，「博物館と学校は，青少年の科学技術離れに対応するという大きな課
題目標を共有できる。博物館は，博物館の教育活動を学校の児童•生徒を対象に学校の授業内容を
意識して実施する。学校は，専門的知識を有する施設職員のレクチャーを授業の一環として位置付け
る。現在行われている活動を関係者の意識を少し変えることによって，学社融合のプログラムは具現
化する。」 (2)という指摘や，「学校側と博物館側との相互認識，相互理解のもとに協力態勢を確立する
ことにより学校教育における博物館の有効な活用が図られ，学習効果を上げることができるのであ
る。特に，教科の〔学習〕において博物館を活用する場合，博物館側と学校側との事前の充分な打ち
合わせと下見，学校における事前学習博物館における配慮された展示物による学習．再び学校での
事後学習を通して学習内容の定着を図るという段階を経て，はじめて望ましい学習効果を上げること
ができるのである。」 (3)といった見解があり事前段階でいかに学校・教員と博物館・学芸員が連携を
図ることができるかが重要であることが示されている。
その連携が適切にできることで，「博物館を活用し，生徒と学芸員と教師とが三位一体で学習活動
にのぞめば，予想以上の学びと楽しみとが実現できることをあらためて確認することができた。」 (4)
というような成果を得ることができる。
しかしながら．実際には，「博物館を活用する際に．活用しようとする博物館について充分に調査
しまた，博物館側との打ち合わせ・協議がなされるなどは，極めて希である。現状は，博物館に連
れては行くが後は“博物館側にお任せ式”が殆どである。」 (5) という指摘や「博物館職員が考える連
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携と学校の教員が望む連携には明らかなずれ」があることを明らかにした論考(6)・「より実効性の高い
博学連携を推進するためには，教育の専門家と文化財の専門家がそれぞれの立場を生かして有機的に
協働することに主眼が置かれるべきである。」 (7) とした見解があるように．時間的にも内容的にも十分
な連携がなされているかというと否であることが推察される。また．文部科学省「教員勤務実態調査
（平成28年度）の集計（速報値）について」 (2017)では，教員の多忙化が示されており，
を阻害する一因になっているのではないかと考えられる。
それも連携
3. 研究目的と博学連携の現状・課題
文部科学省• 国立教育政策研究所による「全国学カ・学習状況調究」における学校対象調査の中に
設問「前年度までに，博物館や科学館，図書館を利用した授業を行いましたか。」がある。「よく行っ
た」と「どちらかといえば，行った」を合計した割合をみると，小学生は2007年度から 2015年度ま
で約35%~40%で推移していたものが， 2016年度は45%を超え， 2017年度は50%近くになった。中
学生では．約15%~20%で推移していたものが． 2017年度は25%近くに上昇した。 この結果に関し
て， 中央教育審議会教育課程企画特別部会論点整理 (2015)において， アクティブ・ラーニングの重
要性が示され， アクティブ・ラーニングの視点からの授業改善が進み始めたことが背景にあるのでは
ないかと推察される。
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「博物館総合調壺 (2013年実施）」 (8)では，設問「貴館の学校との連携や学校教育との関係について，
以下の項目毎にお答えください。＊小・中・高等学校段階の学校あるいは学校教育を念頭にお答えく
ださい。」において，博学連携の一端を明らかにした。「よくある」と「時々ある」の合計をみると，
「授業の一環として児童•生徒が来館すること」が約 90%で最も多く，以下，「遠足や修学旅行等の行
事として児童• 生徒が来館すること」（約80%), 「職場体験の一環として児童・ 生徒が米館すること」
（約65%) と続いており，授業や学校行事での来館が多いことが示された。また，経年比較をすると，
「学芸系職員が学校に出向いて児童•生徒を指導すること」が増加傾向にあり， 1997年度調査で約 15%
であったものが2013年度調査では約40%となっており， 20ポイント以上増加している。「学校関係者
に来館のための事前のオリエンテーション（説明会や下見への対応等）をすること」も同様の傾向が
あり， 20ポイント近く増加しているなど，概ね連携が進んでいることが示された。
表3 学校との連携や学校教育との関係(%)
1997年調査 2004年調査 2008年調査 2013年調査
授業の一環として児童•生徒が来館する よくある 27.1 35.0 38.9 40.7 
こと 時々ある 62.5 59.3 54.3 50.0 
ない 7.1 4.1 5.1 5.8 
遠足や修学旅行等の行事として，児童・
よくある 34.0 3.1 34.6 32.0 
生徒が来館すること 時々ある 47.2 47.7 45.5 45.2 
ない 14.7 16.8 17.7 19.1 
よくある 1.8 18.3 20.2 職場体験の一環として児童•生徒が来館 時々ある 46.9 46.0 45.6 すること
ない 38.2 33.4 30.6 
学芸系職員が博物館で児童•生徒を指導 よくある 10.1 15.4 17.1 19.8 
すること 時々ある 372 40.3 38.7 37.0 
ない 47.2 412 40.9 39.0 
学芸系職員が学校に出向いて児童•生徒
よくある 0.8 3.8 6.4 9.0 
を指導すること
時々ある 14.8 29.2 29.1 30.8 
ない 78.7 63.6 61.4 56.l 
学校関係者に，来館のための事前のオリ よくある 5.2 6.1 7.6 15.9 
エンテーション（説明会や下見への対応 時々ある 31.8 32.4 34.3 40.3 
等）をすること ない 58.4 58.8 55.4 39.9 
よくある 1.2 1.6 2.1 3.4 
教員対象の講座や講習会を開くこと 時々ある 13.1 20.7 2.1 22.4 
ない 80.9 75.2 73.4 69.8 
教育委員会等が行う教員研修と連携して
よくある 2.3 2.6 2.6 3.9 
館が事業・活動を行うこと 時々ある 30.0 33.3 29.7 29.9 
ない 64.0 60.7 65.1 61.7 
よくある 3.1 3.5 3.3 52 
学校に資料や図書を貸し出すこと 時々ある 29.6 30.9 31.9 31.3 
ない 62.7 63.0 62.2 59.3 
館と特定の学校が連携して博物館を利用
よくある 0.7 0.9 1.3 2.4 
した教育実践について研究をすること 時々ある 6.1 10.1 1.3 12.8 
ない 87.8 86.0 84.4 80.1 
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こうした調査結果を概観すると博学連携に関する最近の動向を把握することが可能で，様々な知見
を得ることができる。しかしその一方で．課題もみえてきた。「全国学カ・学習状況調査」は．小学
生・中学生対象のため．高校生に関する実情は明らかではないことや，設問の中で博物館と図書館を
一緒にして調査しているため．どちらとの連携なのかが明確にできない。「博物館総合調査」も．小学
校・中学校・高等学校を一括りにしているために．学校段階別の実態はわからない。高校生に焦点を
当てた調査研究としては国立青少年教育振興機構(9)の報告があるが，科学に限定しているため．高
校教育の全体像を明示するには至っていない。よって本研究では．これまで主たる研究対象となって
こなかった高等学校に着目し．博物館との連携について実証的に考察することをH的とする。
1[ • 方法・内容
1. 質問紙調査
2015年6月から 9月にかけて郵送法による質問紙調査を実施した。調査対象は，『全国博物館総覧』
に掲載されている登録博物館・博物館相当施設1194施設で， 725施設から回答があった。その内，設
置者に関して，法人博物館241施設，自治体博物館453施設の回答を分析対象とした(10)。両者に比較
については， x2検定を行い，有意差を確認した。
表4 回答施設の属性（上段：施設数，下段：％）
法人博物館 自治体博物館 合計
166 363 529 (1)登録博物館 (68.9) (80.1) (76.2) 
69 84 153 
分類 (2)博物館相当施設
(28.6) (18.5) (22.0) 
6 6 12 (3)無回答 (2.5) (1.3) (1.7) 
21 84 105 (1)総合博物館
(9.0) (19.0) (15.1) 
18 37 55 (2)科学博物館
(7.7) (8.4) (7.9) 
72 187 259 (3)歴史博物館
(30.8) (42.2) (37.3) 
館種
llO 106 216 (4)美術博物館
(47.0) (23.9) (31.1) 
(5)自然博物館 13 29 42 
（野外博物館＋動物園＋植物園＋動植物園＋水族館） (5.6) (6.5) (6.1) 
7 10 17 (6)無回答
(3.0) (2.3) (2.4) 
233 434 667 学芸員資格を有する職員 (96.7) (95.8) (96.1) 
職員
132 329 461 教員免許を有する職員 (54.8) (72.6) (66.4) 
138 
主な調査内容は，アウトリーチ・プログラムについて連携した学校とその内容，主催事業について
参加した学校とその内容及び広報等の現状，高等学校の利用状況などについて， 2014年度実績で回答
を求めた。なお，調査内容について，「平成23年度社会教育調査報告書」 (2013年）を基に検討した後，
日本樽物館協会の指導・助言を受けて決定した。
2. 聞き取り調査
2016年3月に5施設を訪問し，質問紙調査と同様の内容について，具体的な実践事例などについて
聞き取り調査（各施設で約60分間の半構造化インタビュー）を実施した。訪問施設（設置者，分類，
館種学芸員資格所有職員の有無，教員免許所有職員の有無）（聞き取り調査実施月日，所在地・人口）
は次のとおりである。なお，口述記録の下線は筆者が付記したものである。
A博物館（公益財団法人，博物館相当施設水族館，有，有）普及課係長
(3月2日，茨城県大洗町・ 1万7千人）
B博物館（公益財団法人，登録博物館，歴史博物館，有，有）企画部 主任
(3月4日，埼玉県さいたま市・ 129万人）
C博物館（県，登録博物館，歴史博物館，有，有）専門学藝員
(3月10日，神奈川県横浜市・ 187万人）
D博物館（町，登録博物館，歴史博物館，有，有）学芸員
(3月17日，山梨県身延町・ 1万2千人）
E博物館（市，登録博物館，美術博物館，有，無）学芸員
(3月24日，長野県諏訪市・ 5万人）
本稿では，質問紙調査の結果を中心に分析を進めるが，考察を深めるために，博物館職員対象に実
施した聞き取り調査の結果も補完的に用いることとする。
皿結果・考察
1. アウトリーチ・プログラム
アウトリーチ・プログラムの各活動について，連携した学校を質問した。
全体では， 6つの活動内容すべてで，小学校が最も多く，以下，中学校，高等学校と続いており，高
等学校との連携が低調であることがわかった。その高等学校に着目すると，「(1)出前授業・出張講
座」 14.6%が一番多く，「(3)ワークショップ」 5.9%,「(4)実物資料・史料の貸出」 4.8%と続いた。こ
のことから，博物館の人的資源の活用が比較的行われているものと推察される。なお，小学校・中学
校も概ね同様の結果であった。
高等学校の「(1)出前授業・出張講座」の内容としては，博物館の有する専門性に関するものばか
りではなく，キャリア教育に関連するものも含まれるようである。
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A博物館 高校あたりになると，また講演とかいうことが多くなってくるかなと思うんです。生き
物の，どっちかっていうと，進路関係にかかわった話なんかも多いんですね。「飼育員になるため
には」とかいうような，そういうようなものを含めた生き物の解説ということ多いのかな。
設置者に着目すると，「(1)出前授業・出張講座」 (9.0ポイント差），「(4)実物資料・史料の貸出」
(6.0ポイント差），「(5)複製資料・ 史料の貸出」 (3.0ポイント差）．「(6)学習キットの貸出」 (2.8ポイ
ント差）で，「自治体博物館」の回答が「法人博物館」よりも多く，有意差が認められた。「(1)出前
表5 アウトリーチ・プログラムに関して連携した学校（上段：施設数，下段：％）
--- 小学校 x2値 中学校 f値 高等学校 i値(df=l) (df=l) （面=l}法人 55 法人 30 法人 21 
博物館 (22.8) 
91.56*** 
博物館 (12.4) 
49.65●●● 
博物館 (8.7) 
10.13** 
(1)出前授業・出張講座 自治体 276 自治体 172 自治体 80 博物館 (60.9) 博物館 (38.0) 博物館 (17.7) 
合計 331 合計 202 合計 101 (47.7) (29.1) (14.6) 
法人 12 法人 5 法人 2 
樽物館 (5.0) 
5.50* 
博物館 (2.1) 
5.86* 
博物館 (0.8) 
2.63 
(2)移動博物館 自治体 46 自治体 28 自治体 12 博物館 (102) 博物館 (6.2) 博物館 (2.6) 
合計 58 合計 33 合計 14 (8.4) (4.8) (2.0) 
法人 35 法人 21 法人 12 
博物館 (14.5) 15.15●●● 博物館 (8.7) 3.7 
博物館 (5.0) 
自治体 自治体 自治体
0.57 
(3)ワークショップ 125 62 29 博物館 (27.6) 博物館 (13.7) 博物館 (6.4) 
合計 160 合計 83 合計 41 (23.1) (12.0) (5.9) 
法人 10 法人 7 法人 2 
博物館 (4.1) 48.04●●● 博物館 (2.9) 1121 .
博物館 (0.8) 
12.56** 
(4)実物資料・史料の貸出 自治体 115 自治体 45 自治体 31 博物館 (25.4) 博物館 (9.9) 博物館 (6.8) 
合計 125 合計 52 合計 33 (18.0) (7.5) (4.8) 
法人 1 法人 5 法人 3 
博物館 (4.6) 
18.09●●● 
博物館 (2.1) 
14.53** 
博物館 (1.2) 
4.46* 
(5)複製資料・史料の貸出 自治体 70 自治体 45 自治体 19 博物館 (15.5) 博物館 (9.9) 博物館 (4.2) 
合計 81 合計 50 合計 22 (11.7) (7.2) (32) 
法人 15 法人 10 法人 3 
博物館 (6.2) 
14.88●●● 
博物館 (4.1) 
8.09 .
博物館 (1.2) 
自治体 自治体 自治体
3.99* 
(6)学習キットの貸出 75 47 18 博物館 (16.6) 博物館 (10.4) 樽物館 (4.0) 
合計 90 合計 57 合計 21 (13.0) (82) (3.0) 
*p<.05 —:t,<.01 • *p<.001 
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授業・出張講座」という博物館の人的資源の活用で最も大きな開きがあったが，それ以外の博物館の
物的資源の活用について，「自治体博物館」の方が連携している割合が多いことが特徴的であるのでは
ないかと思われる。なお，小学校ではすべての活動内容で「自治体博物館」の方が多く，中学校では
「(3)ワークショップ」を除く 5つで「自治体博物館」の方が多く，有意差があり，高等学校のような
傾向はなかった。
2. 主催事業
主催事業に参加した学校について，全体では， 4事業すべてで小学校が最も多く，以下，中学校，高
等学校と続いており，高等学校の参加が少ないことが明らかになった。その高等学校に着目すると，
「(3)学級・講座」 8.6%が一番多く，「(1)講演会」 6.9%が続いた。小学校・中学校も同様の結果で
あった。
設置者に着目すると，「(3)学級・講座」 (5.6ポイント差），「(4)映写会」 (2.2ポイント差）で，「自
治体博物館」の回答が「法人博物館」よりも多く，有意差が認められた。小学校と中学校も同様で，
「(3)学級・講座」と「(4)映写会」で「自治体博物館」の方が有意に高かった。
表6 主催事業に参加した学校（上段：施設数，下段：％）
----小学校 i値 中学校 x2値 高等学校 x2値(df=l) (df=l) (df=l) 法人 13 法人 12 法人 11 博物館 (5.4) 
1.56 
博物館 (5.0) 
1.62 
博物館 (4.6) 
1.62 
(1)講演会 自治体 36 自治体 34 自治体 37 博物館 (7.9) 博物館 (7.5) 博物館 (8.2) 
合計 49 合計 46 合計 48 (7.1) (6.6) (6.9) 
法人 7 法人 4 法人 3 
博物館 (2.9) 
1.80 
博物館 (1.7) 
2.74 
博物館 (1.2) 
0.51 
(2)研究会 自治体 23 自治体 18 自治体
，
博物館 (5.1) 博物館 (4.0) 博物館 (2.0) 
合計 30 合計 22 合計 12 (4.3) (3.2) (1.7) 
法人 27 法人 12 法人 12 
博物館 (11.2) 
24.16'" 
博物館 (5.0) 
15.52** 
博物館 (5.0) 
6.28* 
(3)学級・講座 自治体 124 自治体 68 自治体 48 拇物館 (27.4) 博物館 (15.0) 博物館 (10.6) 
合計 151 合計 80 合計 60 (21.8) (11.5) (8.6) 
法人 2 法人 ゜ 法人 ゜博物館 (0.8) 7.64* 樽物館 (0.0) 7.60* 樽物館 (0.0) 5.40* 
(4)映写会 自治体 22 自治体 14 自治体 10 博物館 (4.9) 博物館 (3.1) 博物館 (2.2) 
合計 24 合計 14 合計 10 (3.5) (2.0) (1.4) 
'p<.05 "p<.01'"p<.001 
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総じて，「(3)学級・講座」を中心に参加があり．「自治体博物館」の主催事業の方が，参加が多い
ことが示されたといえる。その一方で，「自治体博物館」として，諸資源が潤沢ではない点で苦慮して
いる側面もみえてきた。
C博物館 県の施設として，社会教育施設，広い意味で生涯学習施設ですので，できる範囲のこと
はやらなくてはいけないということ分かっておりますので，生徒だけではなくて，教員向けとい
うのもやらなくては，本来いけないんです。ですけれども主催事業としてやるのは大変難しい。
広報力もない。ですから，県としてやらなくちゃいけない，もう一つ県の博物館として，ほかと
同等にやろうとは思うけど，お金もついてない，人的な人数も足りてない。その中で必死になっ
てやってるような状況。
小学生・中学生・高校生を対象にした主催事業について，「あった」割合をみると，全体では，小学
生対象の主催事業が70.3%で最も多かった。以下．中学生対象の主催事業47.3%,高校生対象の主催
事業26.7%で，高校生を対象とした主催事業を実施している博物館は3割に満たないことがわかった。
利用状況に左右される側面は否めないと思われるが，高等学校の利用が少ないから高校生対象の主催
事業を実施しないという負の循環に陥ってしまっているのではないかと危惧される。また．博物館の
所在地に．必ず高等学校があるとは限らないため，高校生対象の主催事業を具体的にイメージできに
くいという部分があるのではないかとも考えられる。
B博物館 ワークシートという形か，もしくは，人間，インタープリターが行うか，いろんな方法
があるかと思うんですが，そういうところでお客様の満足度の向上を図っていくというところで
ございます。とはいえ，なかなか難しいところ。やらなければとは思うんですが。なかなか，至ー
のように学びたいというニーズが，熱烈にあるというんであれば力を注いでいくのですが， どう
してもお客様のニーズがそこまで，小学校，幼稚園，保育園という，年齢層が低い所の構成比が
高いんです。なかなか，かける労力として，そちらの方にはちょっと力が注ぎづらい状況ではあ
るということは言える。
高校生対象の主催事業に関して，設置者に着目すると，「自治体博物館」の方が12.8ポイント高く．
有意差があった。小学生・中学生対象の主催事業でも同様の結果であったが，「自治体博物館」と「法
人博物館」の差が，小学生対象32.7ポイント，中学生対象22.8ポイントで比較的大きかった。
主催事業の広報の状況について，「行った」割合をみると，全体では，小学校への主催事業の広報が
72.3%で最も多く，以下，中学校への広報55.8%,高等学校への広報37.3%であった。高等学校への広
報は4割に満たなかった。
高等学校への主催事業の広報に関して，設置者に着目すると，「自治体博物館」の方が22.2ポイン
ト高く，有意差が認められた。小学校・中学校への主催事業の広報でも同様の結果であったが，「自治
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体博物館」と「法人博物館」の差が，小学校39.6ポイント，中学校26.3ポイントで比較的開きが大き
かった。
小学校・中学校への主催事業の広報については，「自治体博物館」が教育委員会経由で行いやすい状
況にあることがわかる。また地域に根差した広報を行うことを重視していることもみえてきた。
E博物館 まず，ちらしを作って，それで，その配布なんですけれども，市内の学校は，教育委員
会に持っていくと全校に配布してくれるので，そういったツールを使ったり。あと，近隣もそう
ですね。あとは，小中学校向けに配ったり。もちろん，新聞なんかの広告を使ったりということ
もあります。
D博物館 やはりここがどれだけ活性化した博物館，町の活性化につながる博物館にしていかなけ
ればならないのかなという，当初からそういう学術的な点もさることながら，加えて地域活性化
の拠点どれだけ貢献しなければならないのかというのが大きな宿題でもあったんですね。
（中略）町の広報誌ですけども，こういう広報誌にはやっぱり博物館のページが1ページ設けられ
ていて。同時に，豆知識やら，いろいろ入れていったりいうような形で，常に町民とか各家庭と
の接点を設けています。施設として，町の施設として意識していることは，やっぱり町の施設で
すから，地域の活性化の生涯学習の拠点であり，地域の活性化いう格好で。
主催事業の企画・運営への小学生・中学生・高校生の関わり状況について，「あった」割合をみる
と，全体では，小学生の主催事業の企画・運営への関わりが20.7%で最も多く，以下，中学生19.2%,
高校生16.9%であった。高校生の関わりが最も少なかったが，対象主催事業や主催事業の広報と比べ
て，小学生・中学生との差は小さかった。
高校生の関わりについては，ある程度の専門性を有していることが企画・運営に関わる際のポイン
トになるようである。高校生が学校で専門的に学んでいること• 取り組んでいることが，博物館にお
ける事業とつながるか否かで，関わり方も自ずと異なるのではないかと考えられる。
A博物館 最近行ったのは，地元の高校と連携簡単にいうと，館内の生き物を紹介するクイズみ
たいなのを，水族館に来た来館者向けにやっていくという形で，それは子供たちが自分たちで紹
介したい生き物を見つけてもらって，それについて調べて，紹介するための子供向けのクイズを
匹というような形で実施して。高校のほうが県の指定を受けているような形なんで，一緒に協
力してやりましょうという形でやったんですが。聞いた話ですと，生物学部の子供さんとか，あ
とは任意に募集かけて，興味持って来てくれた方という形で言ってました。
主催事業の企画・運営への高校生の関わりに関して，設置者に着目すると，「自治体博物館」の方が
6.1ポイント高く，有意差があった。なお，小学生・中学生では有意な差は認められなかった。「自治
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体博物館」は，教育委員会等行政の意向が反映されやすいため，高校生の具体的な活用の方向性がイ
メージされていれば，それが具現化されやすいのではないかと思われる。
表7 主催事業の現状（上段：施設数，下段：％）---小学生対象 ｛値 中学生対象 x2値 高校生対象 x2値(df=l) (df=l) (df=l) 法人博物館 118 78 44 
(49.0) 
80.67. 一
(32.4) 
32.87' . 
(18.3) 
13_32•·· 
主催事業 自治体博物館
370 250 141 
「あった」 (81.7) (55.2) (31.1) 
合計
488 328 185 
(70.3) (47.3) (26.7) ----小学校 x竹直 中学校 x2値 裔等学校 x2値(elf= 1) (df=l) (df=l) 法人博物館 112 93 55 
(46.5) 
123.39●●● 
(38.6) 
44.15 .. 
(22.8) 
33.18●●● 
主催事業の広報 自治体博物館
390 294 204 
「行った」 (86.1) (64.9) (45.0) 
合計
502 387 259 
(72.3) (55.8) (37.3) ---小学生 x2値 中学生 x2値 高校生 x2値(df=l) (df=l) (df=l) 法人博物館 52 45 31 
(21.6) 
0.15 
(18.7) 
0.06 
(12.9) 
4.21* 主催事業の企画・
運営への関わり 自治体博物館
92 88 86 
「あった」 (20.3) (19.4) (19.0) 
合計
144 133 117 
(20.7) (19.2) (16.9) 
"p<.05 "'p<.001 
3. 高等学校の利用状況
高等学校の利用状況について，①学校から博物館への事前相談の有無．②学校の利用実績の有無．③
学校に対する博物館からの支援実績の有無④学校から博物館に対する成果報告の有無．この4つの観
点から聞いた。②利用実績の有無に着目して，全体的な傾向をみると，「(4)遠足・社会見学」 38.8%
が最も多く，以下．「(3) インターンシップ」 23.8%, 「(6)修学旅行（本番）」 23.3%. 「(26)芸術に
関する学習」 17.7%. 「(17)郷土に関する学習」 16.4%と続いた。他方．「(11)生徒会役員会」 0.0%,
「(16)著作権や情報倫理に関する学習」 0.1%, 「(7)避難訓練・防災訓練」 0.4%, 「(25)数学に関す
る学習」 0.4%などでの利用は低調であった。
特別活動． とりわけ学校行事の中の旅行・集団宿泊的行事での利用が多いことがわかった。また，
館種で歴史博物館・美術博物館が多かったためか（表4参照），それに関連する学習での利用も比較的
多かった。その一方で．生徒会活動に関連する内容や座学での学習形態に親和性が高いと思われる内
容ではあまり利用されていないことが明らかになった。
144 
下記の口述記録にあるように，「(3)インターンシップ」については，異年齢交流による学習効果を
ねらった取り組みが行われていること．「(4)遠足・社会見学」に関しては，自然体験と組み合わせた
り．あるいは，雨天時対応が可能であるため．雨天時用の活動の場として活用されるという一面も有
しているのではないかと推察される。
c博物館 子供行事の手伝いを高校生にさせてるんです。そうすると，おもしろいことに，高校生，
小学生のお世話をすると思うと，ピリッとするんですね。「自分のほうが上だ」と思ってね。です
から，高校生の場合には，そういう形で， こういう作業をする。
（中略）ですからちょっと異分子が入ることによって，両方の緊張感でも年がそんなに離れてな
かったり，多少あれなんでっていうのと，両方の教育的効果が高まっていくと私は思ってます。
E博物館 高校についてはそうですね。小中だと，やっぱり市内も遠足。毎年来るっていうところ
がかなりあるんですけど。高校については，遠足っていうのかな，結構，山に来るんですよね。
春ごろ，山に来るっていう学校が立ち寄られたり，あと，高原に泊まりに来る，宿泊学習みたい
なありますよね。林間学校。そういうときに来られたりとか。
＼ 
(1)部活動の
練習・日常
活動
(2)部活動の
発表会
(3)インター
ンシップ
(4)遠足・
社会見学
(5)修学旅行
（事前学習）
(6)修学旅行
（本番）
(7)避難訓練
・防災訓練
(8)文化祭
（事前学習）
(9)野外活動
（観察会等
も含む）
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表8 高等学校の利用状況1(上段：施設数，下段：％）
訊前相談
｛値 ②利用実績 f値 ③支援実績 ｛値(df=l) (df=l) (df=l) 
法人 23 法人 27 法人 16 
博物館 (9.5) 3.02 博物館 (11.2) 2.83 
博物館 (6.6) 
5.19* 
自治体 64 自治体 72 自治体 55 
博物館 (142) 博物館 (15.9) 博物館 (12.1) 
87 99 71 合計 (12.5) 合計 (14.3) 合計 (102) 
法人 14 法人 14 法人 14 
博物館 (5.8) 6.26* 博物館 (5.8) 8.28* 博物館
(5.8) 
2.27 
自治体 53 自治体 58 自治体 41 
博物館 (11.7) 樽物館 (12.8) 博物館 (9.1) 
合計
67 
合計
72 合計 55 (9.7) (10.4) (7.9) 
法人 27 法人 22 法人 19 
博物館 (11.2) 40.40*** 博物館
(9.1) 43.71●●● 博物館 (7.9) 35.89●●● 
自治体 151 自治体 143 自治体 123 
博物館 (33.3) 博物館 (31.6) 博物館 (27.2) 
合計 178 合計
165 
合計
142 
(25.6) (23.8) (20.5) 
法人 74 法人 82 法人 49 
博物館 (30.7) 
4.30* 
博物館 (34.0) 
3.49 
博物館 (20.3) 
3.69 自治体 175 自治体 187 自治体 122 
博物館 (38.6) 博物館 (41.3) 博物館 (26.9) 
合計
249 合計 269 合計 171 (35.9) (38.8) (24.6) 
法人 20 法人 25 法人 14 
博物館 (8.3) 
0.06 
博物館 (10.4) 
1.16 
博物館 (5.8) 
0.18 
自治体 40 自治体 36 自治体 30 
博物館 (8.8) 博物館 (7.9) 博物館 (6.6) 
合計 60 合計
61 合計 44 (8.6) (8.8) (6.3) 
法人 53 法人 64 法人 33 
博物館 (22.0) 
1.52 
博物館 (26.6) 
2.13 
博物館 (13.7) 
0.58 自治体 82 自治体 98 自治体 53 
博物館 (18.1) 博物館 (21.6) 博物館 (11.7) 
合計 135 合計
162 
合計 86 (19.5) (23.3) (12.4) 
法人 2 法人 3 法人 2 
博物館 (0.8) 
3.77 
博物館 (1.2) 
5.66* 
博物館 (0.8) 
3.77 
自治体 ゜ 自治体 ゜ 自治体 ゜博物館 (0.0) 博物館 (0.0) 博物館 (0.0) 
合計
2 合計 3 合計 2 (0.3) (0.4) (0.3) 
法人 7 法人 8 法人 ，
博物館 (2.9) 
0.52 
博物館 (3.3) 
0.32 
博物館 (3.7) 
0.02 自治体 18 自治体 19 自治体 16 
博物館 (4.0) 博物館 (4.2) 博物館 (3.5) 
合計
25 合計 27 合計 25 (3.6) (3.9) (3.6) 
法人 12 法人 14 法人 10 
博物館 (5.0) 7.10●● 博物館 (5.8) 5.8* 博物館 (4.1) 5.16" 自治体 50 自治体 52 自治体 40 
博物館 (11.0) 博物館 (11.5) 博物館 (8.8) 
62 67 50 
合計 (8.9) 合計 (9.7) 合計 (7.2) 
145 
④成果報告 t値(df=l) 
法人 ， 
博物館 (3.7) 
0.31 
自治体 21 
博物館 (4.6) 
30 合計 (4.3) 
法人 10 
博物館 (4.1) 
0.18 自治体 22 
博物館 (4.9) 
合計
32 
(4.6) 
法人 16 
博物館 (6.6) 32.34●●● 
自治体 109 
博物館 (24.1) 
合計 125 (18.0) 
法人 24 
博物館 (10.0) 
0.19 
自治体 50 
博物館 (11.0) 
合計 74 (10.7) 
法人 6 
博物館 (2.5) 
0.19 自治体 ，
博物館 (2.0) 
合計
15 
(2.2) 
法人 17 
博物館 (7.1) 
3.12 
自治体 18 
博物館 (4.0) 
合計 35 (5.0) 
法人 1 
博物館 (0.4) 
1.88 
自治体 ゜博物館 (0.0) 
合計 1 (0.1) 
法人 8 
博物館 (3.3) 
0.03 自治体 14 
博物館 (3.1) 
合計
22 
(3.2) 
法人 5 
博物館 (2.1) 
4.os・ 
自治体 24 
博物館 (5.3) 
29 合計 (4.2) 
"p<.05 —:t,<.01 -p<.001 
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表9 高等学校の利用状況2(上段：施設数，下段：％）
＼ ①事前相談 t値 ②利用実績 t値 ③支援実績 ｛値 ④成果報告 i値(df=l) (df=l) (df=l) （面=l)
法人 22 法人 21 法人 17 法人 10 
(10)鑑賞会 博物館
(9.1) 
4.26* 
博物館 (8.7) 
3.03 
博物館 (7.1) 
1.43 
博物館 (4.1) 
4.46' 自治体 23 自治体 24 自治体 22 自治体 7 （伝統芸能 博物館 (5.1) 博物館 (5.3) 博物館 (4.9) 博物館 (1.5) や音楽等）
45 45 39 17 合計 (6.5) 合計 (6.5) 合計 (5.6) 合計 (2.4) 
法人 ゜ 法人 ゜ 法人 ゜ 法人 ゜博物館 (0.0) 0.53 博物館 (0.0) 博物館 (0.0) 博物館 (0.0) (11)生徒会役 自治体 1 自治体 ゜ 自治体 ゜ 自治体 ゜員会 博物館 (02) 博物館 (0.0) 博物館 (0.0) 博物館 (0.0) 
合計 1 合計 ゜ 合計 ゜ 合計 ゜(0.1) (0.0) (0.0) (0.0) 法人 2 法人 2 法人 ゜ 法人 ゜(12)複数校の 博物館 (0.8) 0.63 博物館 (0.8) 0.63 博物館 (0.0) 3.22 博物館 (0.0) 2.14 自治体 7 自治体 7 自治体 6 自治体 4 生徒会交流 博物館 (1.5) 博物館 (1.5) 博物館 (1.3) 博物館 (0.9) 会 ， ， 6 4 合計 (1.3) 合計 (1.3) 合計 (0.9) 合計 (0.6) 
法人 7 法人 7 法人 5 法人 4 
博物館 (2.9) 
7.80** 栂物館 (2.9) 8.75 . 博物館 (2.1) 6.32・ 博物館
(1.7) 
0.44 (13)ボラン 自治体 38 自治体 40 自治体 29 自治体 11 
ティア活動 博物館 (8.4) 博物館 (8.8) 博物館 (6.4) 博物館 (2.4) 
合計 45 合計 47 合計
34 
合計
15 
(6.5) (6.8) (4.9) (2.2) 
法人 5 法人 5 法人 5 法人 3 
(14)学校の記 博物館
(2.1) 
2.75 
博物館 (2.1) 
1.75 
博物館 (2.1) 
2.75 
博物館 (1.2) 
1.42 自治体 3 自治体 4 自治体 3 自治体 2 念行事等の 博物館 (0.7) 博物館 (0.9) 博物館 (0.7) 博物館 (0.4) 式典
8 ， 8 5 合計 (1.2) 合計 (1.3) 合計 (12) 合計 (0.7) 
法人 1 法人 12 法人 8 法人 5 
(15)異文化理 博物館 (4.6) 2.34 博物館 (5.0) 2.02 
博物館 (3.3) 
0.47 
博物館 (2.1) 
0.57 
解に関する 自治体 1 自治体 13 自治体 11 自治体 6 博物館 (2.4) 博物館 (2.9) 博物館 (2.4) 博物館 (1.3) 学習
22 25 19 11 合計 (3.2) 合計 (3.6) 合計 (2.7) 合計 (1.6) 
法人 1 法人 1 法人 1 法人 1 
(16)著作権や 博物館 (0.4) 1.88 博物館 (0.4) 1.88 博物館 (0.4) 1.88 博物館 (0.4) 1.88 
情報倫理に 自治体 ゜ 自治体 ゜ 自治体 ゜ 自治体 ゜博物館 (0.0) 博物館 (0.0) 博物館 (0.0) 博物館 (0.0) 関する学習 1 1 I 1 合計 (0.1) 合計 (0.1) 合計 (0.1) 合計 (0.1) 
法人 26 法人 26 法人 22 法人 10 
博物館 (10.8) 8.55 . 博物館 (10.8) 8.5* 博物館
(9.1) 
10.36** 博物館 (4.1) 4_39• 
(17)郷土に関 自治体 88 自治体 88 自治体 83 自治体 38 
する学習 博物館 (19.4) 博物館 (19.4) 博物館 (18.3) 博物館 (8.4) 
合計 114 合計 114 合計 105 合計 48 (16.4) (16.4) (15.1) (6.9) 
法人 4 法人 3 法人 3 法人 1 
(18)食育や健 博物館 (1.7) 1.57 博物館 (1.2) 0.62 博物館 (12) 0.62 博物館 (0.4) 0.00 
康に関する 自治体 3 自治体 3 自治体 3 自治体 2 博物館 (0.7) 博物館 (0.7) 博物館 (0.7) 博物館 (0.4) 学習
7 6 6 3 合計 (1.0) 合計 (0.9) 合計 (0.9) 合計 (0.4) 
•p<.05 . p<.01 .. p<.00 
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、 f値 t値｛値｛値
＼ 訊前相談 (df=l) ②利用実績 (df=l) ③支援実績 (df=l) ④成果報告 (df=l) 
法人 5 法人 6 法人 4 法人 4 
博物館 (2.1) 2.75 博物館 (2.5) 2.86 博物館 (1.7) 1.57 博物館 (1.7) 1.57 
(19)郷土に 自治体 3 自治体 4 自治体 3 自治体 3 
関する学習博物館 (0.7) 博物館 (0.9) 博物館 (0.7) 博物館 (0.7) 
8 10 7 7 
合計 (1.2) ム口舌n t (1.4) 合計 (1.0) 合計 (1.0) 
法人 11 法人 11 法人 7 法人 5 
博物館 (4.6) 博物館 (4.6) 博物館 (2.9) 博物館 (2.1) 
(20)環境に 自治体 35 2.54 自治体 37 3.17 自治体 34 5.99 ． 自治体 19 2.12 
関する学習博物館 (7.7) 博物館 (8.2) 博物館 (7.5) 博物館 (4.2) 
46 48 41 24 
合計 (6.6) 合計 (6.9) 合計 (5.9) 合計 (3.5) 
法人 5 法人 4 法人 5 法人 3 
博物館 (2.1) 1.75 博物館 (1.7) 0.83 博物館 (2.1) 4.20・ 博物館 (1.2) 2.88 
(21)国語に 自治体 4 自治体 4 自治体 2 自治体 1 
関する学習博物館 (0.9) 博物館 (0.9) 博物館 (0.4) 博物館 (0.2) 
9 8 7 4 
合計 (1.3) 合計 (1.2) ムロ舌ロt (1.0) 合計 (0.6) 
法人 2 法人 3 法人 3 法人 2 
(22)政治・ 博物館 (0.8) 1.36 博物館 (1.2) 2.88 博物館 (1.2) 2.88 博物館 (0.8) 1.36 
→ 自治体 l 自治体 1 自治体 1 自治体 1 
経済k関す 博物館 (02) 博物館 (0.2) 博物館 (0.2) 博物館 (0.2) 
る学習 3 4 4 3 
合計 (0.4) 合計 (0.6) 合計 (0.6) 合計 (0.4) 
法人 33 法人 35 法人 25 法人 14 
(23)地理・ 博物館 (13.7) 0.03 博物館 (14.5) 0.00 博物館 (10.4) 0.88 博物館 (5.8) 0.10 
- 自治体 64 自治体 66 自治体 58 自治体 29 
歴る学史習i』関す 博物館 (14.1) 博物館 (14.6) 博物館 (12.8) 博物館 (6.4) 
97 101 83 43 
合計 (14.0) 合計 (14.6) ムロ叶ロ (12.0) 合計 (62) 
法人 16 法人 14 法人 n 法人 11 
博物館 (6.6) 博物館 (5.8) 博物館 (4.6) 博物館 (4.6) 
(24)理科に 自治体 53 4.50* 自治体 53 6.26* 自治体 46 6 . 52** 自治体 29 0.98 
関する学習博物館 (11.7) 博物館 (11.7) 博物館 (102) 博物館 (6.4) 
69 67 57 40 
合計 (9.9) 合計 (9.7) 合計 (82) 合計 (5.8) 
法人 2 法人 1 法人 2 法人 1 
博物館 (0.8) 0.41 博物館 (0.4) 0.00 博物館 (0.8) 0.41 博物館 (0.4) 0.00 
(25)数学に 自治体 2 自治体 2 自治体 2 自治体 2 
関する学習博物館 (0.4) 博物館 (0.4) 博物館 (0.4) 博物館 (0.4) 
4 3 4 3 
合計 (0.6) 合計 (0.4) 合計 (0.6) 合計 (0.4) 
法人 39 法人 42 法人 29 法人 16 
博物館 (16.2) 0.02 博物館 (17.4) 0.02 博物館 (12.0) 1.00 博物館 (6.6) 0.01 
(26)芸術に 自治体 75 自治体 81 自治体 67 自治体 31 
関する学習博物館 (16.6) 博物館 (17.9) 博物館 (14.8) 博物館 (6.8) 
114 123 96 47 
合計 (16.4) 合計 (17.7) 合計 (13.8) 合計 (6.8) 
法人 5 法人 4 法人 4 法人 2 
博物館 (2.1) 4.20・博物館 (1.7) 2.72 博物館 (1.7) 4.55・ 博物館 (0.8) 1.36 
(27)外国語に自治体 2 自治体 2 自治体 1 自治体 1 
関する学習博物館 (0.4) 博物館 (0.4) 博物館 (02) 博物館 (02) 
7 6 5 3 
合計 (1.0) 合計 (0.9) 合計 (0.7) 合計 (0.4) 
*p<.05••p<.01 ***p<.00 
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0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0 40.0 45.0 
(4)遠足・社会見学
(3)インターンシップ 23.8 
(6)修学旅行（本番） ． 
(26)芸術に関する邑習'
• 23.3 
子""'"''''',・'.¥, 「,,..寸 17.7
(17)郷土に関する学習 _nl,rn ,.,,,; , ・:. :: ・, , =-I 16.4 
(23)地理・歴史に関する学習 ，"● "' " " ,•' :, .cec±,wl 14.6 
(1)部活動の練習・日常活動 I"'"'"• : ,=,cc=j 14.3 
(2)部活動の発表会 ・"'"' - 10.4 
(9)野外活動（観察会等も含む） ，"'"'"'" ,' I 9.7 
(24)理科に関する学習 ，'"'""● …呵 9.7
(5)修学旅行（事前学習） • " ' . ccコ8.8
(20) 環境に関する学習~'-"·' ぞ ~16.9 
(13) ポランティア活動—屯"""'ゞ六吋 6.8
(10)鑑賞会（伝統芸能や音楽等） ==.oc=~6.5 
(8)文化祭（事前学習） 二→~ 叶 3.9
(15)異文化理解に関する学習一 3.6
(19)人権に関する学習 §I1.4 
(12)複数校の生徒会交流会 i!<! 1.3 
(14)学校の記念行事等の式典 ;;;i 1.3 
(21)国語に関する学習 iil1.2 
(18)食育や健康に関する学習回 0.9
(27)外国語に関する学習軍 0.9
(22)政治・経済に関する学習日 0.6
(7)避難訓練・防災訓練日 0.4
(25)数学に関する学習日 0.4
(16)著作権や情報倫理に関する学習 I0.1 
(11)生徒会役員会 0.0 
図2 高等学校との連携状況（学校の利用実績「有」，単位：％）
38.8 
これらの学習活動の中から，②利用実績が概ね10%以上の内容に着目して．さらに分析を進める。
設置者に着目すると．「(6)修学旅行（本番）」「(23)地理・歴史に関する学習」「(26)芸術に関する
学習」の3項目に関しては．①事前相談，②利用実績，③支援実績．④成果報告とも，「法人博物館」
と「自治体博物館」で有意差は認められなかった。これらの活動は．比較的利用実績が高いものの，
連携状況について設置者による差異はないことがわかった。
その一方で．「(3)インターンシップ」「(9)野外活動（観察会等も含む）」「(17)郷士に関する学習」
の3項目については.4段階すべてで，「自治体博物館」の方が多く．有意な差があった。また．④成
果報告で有意差があったのは．この3項目だけであった。これらの活動は，単発のイベント的な活動
ではなく．継続的な支援が必要な活動であり，事前の相談段階から事後の成果報告の段階まで．一貰
して「自治体博物館」による連携が進んでいるものと推察される。
また，全般的な連携状況に関して，①事前相談と②利用実績は同程度で比較的高いが，③支援実績，
④成果報告と進むに伴って連携が低調になっており．事前学習・学習当日と比較して，事後学習での
連携が十分ではないこともみえてきた。
下記の口述記録にあるように，博物館側は，④成果報告を事業改善に活かそうと捉えていることを
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勘案すると，連携の在り方を考える際の重要な視点になり得ると思われる。イベント的に一度取り組
んだら終了するような単発の実践ではなく，事前学習から当日の活動，その後の事後学習までを一連
の学習として捉える重要性が示唆されているものと考えられる。
A博物館 そのあと，「どうなったかな」って気になる部分ではあるので，筋単にこんな形で，その
後の，実際考えまではその当日は引き出せないっていうか，聞けないことも多いんで。実際やっ
てみてどう感じたとか，お礼状はいただくことがほとんどなんですけども，やっぱり形式ばった
ところなので，一歩踏み込んだ，「どんな思いだった」とか，「何が良くて，何がもう少しだった
のか」っていうのが分かれば，また次には生かせると思うんでですが，いただけるとやっぱりあ
りがたいですけども。
E博物館 いただけると，「ああ，こういうことを思っててくれたのか」って反応も分かりますし。
そのときに意見が出なくても，対話型鑑賞なんかをやりますとね，やっぱり人前で意見が言える
子と言えない子と，また中学校，高校だったりすると余計にあると思うんですけど。でも，黙っ
ているからといって，何も思ってないわけじゃないと思うんです。考えたことがあったり。後竺
ら書いたものを見せていただいたりすると，「ああ，こんなこと思ってたのか」っていうことが分
かりますのでね，ありがたいなと思うんですけど。
「(2)部活動の発表会」「(4)遠足・社会見学」「(24)理科に関する学習」は①事前相談で「自治体博
物館」の方が多く．有意差がある点が共通していた。いずれも．活動当日にその場で対応できる性質
の活動ではなく．事前相談が重要になると思われるが．「自治体博物館」はその面での連携が特に進ん
でいるようである。
「(2)部活動の発表会」と類似した活動に「(1)部活動の練習・日常活動」があるが．これは日常性
のある活動であり，①事前相談よりも③支援実績でより連携していることが示された。「(4)遠足・
社会見学」と「(6)修学旅行（本番）」は旅行・集団宿泊的行事という点で共通しているが．「(4)遠
足・社会見学」は比較的近隣の学校の利用が多く．「(6)修学旅行（本番）」は遠方の学校の利用が多
いと思われるため．「自治体博物館」の方が「(4)遠足・社会見学」で連携しやすく．遠方の学校対
応については設置者による差異はなかったのではないかと考えられる。「(24)理科に関する学習」と
「(23)地理・歴史に関する学習」も類似しているが．「自治体博物館」に総合博物館・科学博物館が比
較的多かったため（表5参照）．それが連携状況に反映されたのではないかと思われる。
4. 高校生のポランティア活動
博物館において禍校生が取り組んだボランティア活動について聞いたところ．全体では．「(6)各
種講座等教育普及事業の補助・企画」 9.5%が最も多く．以下．「(2)入場者整理・案内」 5.5%. 「(1)
展示ガイド」 4.0%,「(9)環境保全（館内美化等）」 4.0%と続いた。また．「(10)特にない」は約6割
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であった。
全般的な活動状況は低調のように思われるが，地域に密着した活動を展開している博物館であると，
関わりのある子どもが発達段階に合わせて，担う役割を変えながら関与することが可能であることが
うかがえる。また，内容的にも，学術的なものではなく，高校生が無理なくできることに取り組むこ
とが肝要であるのではないかと思われる。
D博物館 インターンシップで受け入れてる生徒さんなんかが，自動的に，もうポランティアでシ
フトして大会運営の裏方なんかで大活躍していただいて。この博物館自体がそんなに規模の大き
いところじゃない，当然中にいるスタッフ限られてますのでね，そういう生徒さんたちの応援を
いただかないと，できない部分がありますので，ポランティアとして大いに活躍していただいて
いますね。
（中略）運営，館の展示の説明とか，そういったものよりも，例えば， うち展示を見てもらった
ら，じゃ売店の方でひと休みしてもらうようにお茶をお出しするとか，そういった役が，湯茶接待
だとか。あとはイベントをするに当たっては，裏方のこれをやれっていう，そういったのがあり
ますので，博物館の表向きのお客さん商売，商売っていうか，要するに展示概要とか，そういっ
た学術方面のほうではなくて，本当に体を動かすというような，そういった分野でのポランティ
了になりますね。そうした意味では，近所の小中学生とか昔からちょっとここに遊びに来ていた
子で，そんな子が大きくなっていったら，ほんとにボランティア，要は，もう自分が暇があれば
来て，「じゃ手伝う，手伝う」っていうことで，そういったことをやってくれる子たちもいますの
で。そういった形では，いろいろつながっているのかなと感じますね。
設置者に着目すると．「(6)各種講座等教育普及事業の補助・企画」 (11.4ポイント差）．「(2)入場
者整理・案内」 (3.9ポイント差）で「自治体博物館」の方が多く．有意差が認められた。
社会教育調査(II)で全体を比較すると，「(1)展示ガイド」や「(6)各種講座等教育普及事業の補助・
企画」といった比較的専門性が求められる活動については．社会教育調査の方が多く.20ポイント以
上の開きがあった。
設置者をみると．「法人博物館」よりも「自治体博物館」の方が．全般的に開きが大きくなってお
り．「(1)展示ガイド」や「(6)各種講座等教育普及事業の補助・企画」は．「法人博物館」が10ポイ
ント前後の差であるのに対して．「自治体博物館」は25ポイント以上の開きがあった。高校生が「自
治体博物館」で専門性の求められるボランティア活動に取り組むことは，成人一般の場合と比べて容
易ではないものと思われる。前記のD博物館の口述にあったように．学術的なことではなく．高校生
という発達段階で無理なくできる活動に取り組むことが第一歩であるものと考えられる。
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表11 博物館におけるポランティア活動（上段：施設数，下段：％）
高校生 t値 (df=l) 社会教育調査
法人博物館 5 53 (2.1) (142) 
23 3.66 227 (1)展示ガイド 自治体博物館 (5.1) (31.5) 
合計 28 280 (4.0) (25.6) 
法人博物館 7 30 (2.9) (8.0) 
31 
4_72• 
124 (2)入場者整理・案内 自治体博物館 (6.8) (172) 
合計 38 154 (5.5) (14.1) 
法人博物館 4 (1.7) 
6 
0.12 
(3)身体障害者の補助 自治体博物館 (1.3) (2) (3)の合計
合計 10 (1.4) 
法人博物館 4 24 (1.7) (6.4) 
18 
2.74 
146 (4)収集（展示）資料の整理 自治体博物館 (4.0) (20.2) 
合計 22 170 (32) (15.5) 
法人博物館 2 (0.8) 
12 2.63 (5)調査研究の補助 自治体博物館 (2.6) (4) (5)の合計
合計 14 (2.0) 
法人博物館 5 36 (2.1) (9.6) 
61 
23_72••· 
293 (6)各種講座等教育普及事業の補助・企画 自治体博物館 (13.5) (40.6) 
合計 66 329 (9.5) (30.0) 
法人博物館 3 10 (1.2) (2.7) 
7 
0.10 
40 (7)広報資料の発行 自治体博物館 (1.5) (5.5) 
合計 10 50 (1.4) (4.6) 
法人博物館 ゜(0.0) (8) Webの作成・管理 自治体博物館 ゜ (7) (8)の合計(0.0) 合計 ゜(0.0) 法人博物館 7 21 (2.9) (5.6) 
21 
122 
93 (9)環境保全（館内美化等） 自治体博物館 (4.6) (12.9) 
合計 28 114 (4.0) (10.4) 
法人博物館 156 i~ (64.7) 263 2.74 (10)特にない 自治体博物館 (58.3) 合計 420 (60.5) 
'p<.05 "'p<.001 
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これからの博物館の在り方に関する検討協力者会議「新しい時代の博物館制度の在り方について」
(2007)において，「近年はボランティア等の協力を得て個性的な博物館活動を展開する博物館も多く
見られる。これらの人材は，職業としてではなく，個人の興味• 関心，経験を活かしながら博物館を
支える重要な人材となっている。このため，学芸貝には，博物館活動の一翼を担うこのような博物館
のサポート体制づくりができる能力が今後一層要求される。さらに生涯学習の推進の観点からも学
芸員有資格者や専門知識を有する人材の活躍の場を作ることは重要であり，地域においても幅広くそ
の活躍の場が広がるよう整備していくことが必要である。」とあるように，高校生がボランティアとし
て活動できる場・機会を意図的に設定していくことは，博学連携を推進する上で，より重要になって
いくものと思われる。
N. まとめと課題
アウトリーチ・プログラム．主催事業に関する博学連携の状況について，高等学校は．小学校・中
学校と比較して低調であることがわかった。また．学校行事を中心に博物館利用が進んでいるが．事
前相談・利用実績・支援実績に比べて成果報告があまりなされていない実態が明らかになった。なお．
設置者に着目すると．総じて．「法人博物館」よりも「自治体博物館」の方が連携が進んでいることが
示された。
こうした結果を踏まえて．改めて高等学校と博物館の連携の在り方．高等学校の利用を活性化させ
るための方途を考察する。
まず指摘できることは，いかなる学習活動であろうと，その学習活動前の連携が重要になるという
ことである。学校・教員の意向と博物館・学芸員の対応に麒甑があっては高い学習効果を期待するこ
とは困難である。
A博物館 基本的に，我々も依頼受ければ，拒まずにできるだけのことはしているんですけども，
やはりその内容を詰めて行く際に，「お任せ」ってされちゃうと，我々も子供たちの実態とか分か
らないこともあるので，それになっちゃうと，なかなかやりづらい部分はあるかなと思うんです
が。学校で決めてる中身で，詰める際に，そういう部分ではやりづらいかなと。逆に，こっちで
勝手に入れちゃっていいのかなっていうような。本当にどれだけのお子さんたちがそういう生
き物に関心を持っている， どういうことを知りたいのか， というのもあるかと思うんで，実態を
踏まえた，そういう連携ができればなというのはあると思います。
B博物館 やっぱり事前に何をするかという，目的を明確に持ってご来館いただける学校さんは，非
常にありがたいなと思って。インタープリターに，こういうことを聞こうとか。館内のことをよ
くご理解いただいた中で，下見に来られて，「これをやらせようか」というものを，先生方で打ち
合わせをしていただいて，ちゃんと生徒様が理解して，それを生徒様がミッションをクリアする
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という形の学校様は，非常にご利用いただく形としてはありがたい。
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また，教員の担う役割を吟味することも必要であると思われる。「博物館来館者の中でも教師は特
別の存在である。それは彼らが，博物館が伝えようとしている重要な教育的メッセージを，教室まで
運んで子供たちに伝えてくれるからである。教師は，アウトリーチ・プログラムの重要な参画者であ
り，博物館にとっての出張学芸員・解説員となれる。」 (12) という指摘があるように，学校教育の専門
家である教員，博物館教育の専門家である学芸員，両者とも教育の専門家という意味では共通してい
る。専門家同士が十分な時間をかけて対話をすることで，相互理解が深まり，それを踏まえた適切な
事前学習・事後学習を展開することで，効果的な連携が可能になるのではないかと思われる。
なお，本研究の調査結果で，「自治体博物館」の方が連携が進んでいる結果が示されたが，その一因
として，人事交流があるのではないかと考えられる。都道府県立・市区町村立の学校教員の身分で同
じ設置者の博物館に出向すれば，博物館に学芸員とともに学校教育に通じた教員が並存することにな
る。この体制が整うことで，学校と博物館の連携が促進されるものと思われる。この点の検証につい
ては，今後の検討課題としたい。
高等学校の利用の活性化については，主催事業の広報で顕著に示されたように小学校・中学校と
比較して，つながるという意味で難しい面があることがうかがえる。「自治体博物館」が教育委員会を
経由して，市区町村立の学校とつながりやすい面がある一方，都道府県立が多い高等学校とは関わる
ことが容易ではない面があるものと思われる。博物館側の取り組みに期待するだけでは限界があるの
で，広報も含めた博学連携を進めるためには，学校側が都道府県レベルで体制を整備することも今後
求められると思われる。
D博物館 基本的に引率で来ていただいたような先生方のロコミが，やっぱり，かなり効果的なん
ですよね。そしたら， もう，ちっちゃい子からお年寄りまで分け隔てなく，こちらはそういう接
客対応さしていただいてますので，「来てよかったな」って思っていただけることがまず一番なん
ですが，情報発信はまだまだ足りない部分はあるんです。特に高校はちょっと，非常に難しいの
かなという部分があって。
E博物館 小・中の先生とよく話す機会があるんですけども，高校の先生っていうと，ほんとに声
をかけてくださる先生としか話題がないので，そういうところから広がっていったり。ほんとに
近しくなったところとはそういうふうにできるんですけども，広くっていうときに，まだ，なか
なかできていないというのが現状ですね。
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表 12 「授業における博物館や科学館，図書館の利用」 x「平均正答率」（点）
---- 小学校 中学校国語A 国語B 算数A 算数B 理科 国語A国語B 数学A 数学B 理科よく行った 82.2 63.0 82.6 63.6 83.4 75.2 75.1 64.9 
2007 どちらかといえば，行った 81.7 62.0 82.1 62.9 82.2 73.0 72.7 61.8 
年度 あまり行っていない 81.7 62.0 82.1 62.1 81.7 71.8 71.9 60.5 
全く行っていない 81.7 61.0 82.1 62.1 81.7 72.0 71.6 602 
よく行った 66.5 51.6 72.7 52.4 75.4 64.1 65.9 52.9 
2008 どちらかといえば，行った 65.3 50.5 72.1 51.3 74.3 62.3 642 50.5 
年度 あまり行っていない 65.1 50.0 72.0 50.9 73.7 61.1 63.1 49.3 
全く行っていない 64.8 49.4 71.9 50.1 73.5 60.7 62.6 48.8 
よく行った 70.5 51.4 79.0 55.4 79.0 77.3 65.1 60.3 
2009 どちらかといえば．行った 69.8 50.5 78.7 54.7 77.9 75.9 64.1 58.6 
年度 あまり行っていない 69.6 49.9 78.5 53.9 77.0 74.7 62.6 56.9 
全く行っていない 69.4 49.5 78.4 53.2 76.9 74.6 62.2 56.5 
よく行った 83.8 78.7 74.6 49.6 77.6 69.2 68.5 48.5 
2010 どちらかといえば，行った 83.2 78.1 74.4 49.3 77.3 68.5 67.5 47.3 
年度 あまり行っていない 83.0 77.4 73.8 48.6 75.4 65.8 64.8 43.9 
全く行っていない 82.7 77.7 73.8 48.1 75.3 65.6 64.7 43.6 
よく行った 81.7 56.3 73.8 59.3 61.5 78.7 67.1 67.1 55.9 55.4 
2012 どちらかといえば．行った 81.3 55.4 73.3 58.6 60.9 76.3 64.2 63.5 51.4 52.1 
年度 あまり行っていない 81.4 55.0 73.1 58.3 61.0 75.7 63.9 62.8 50.6 51.8 
全く行っていない 80.9 54.5 72.8 57.0 60.4 75.1 63.4 62.0 49.3 51.1 
よく行った 63.7 50.6 77.7 59.4 78.7 71.4 66.9 46.5 
2013 どちらかといえば，行った 63.0 49.5 77.4 58.4 77.3 68.5 64.8 43.4 
年度 あまり行っていない 62.6 48.6 77.1 57.7 76.6 67.6 63.7 41.7 
全く行っていない 62.3 47.9 77.0 57.0 76.3 67.1 63.1 40.9 
よく行った 73.4 56.5 78.5 58.8 81.0 54.4 69.3 63.0 
2014 どちらかといえば．行った 73.0 55.9 78.3 58.3 80.4 52.7 68.9 61.6 
年度 あまり行っていない 72.6 55.4 78.1 57.6 79.5 51.1 67.3 59.7 
全く行っていない 72.5 55.0 78.0 57.1 79.3 50.7 66.9 592 
よく行った 70.3 65.8 75.7 45.7 61.6 782 68.7 67.1 45.8 56.0 
2015 どちらかといえば，行った 70.2 65.7 75.4 45.1 61.1 7.1 67.2 66.0 43.8 54.8 
年度 あまり行っていない 69.8 65.3 75.1 44.5 60.7 75.9 65.9 64.2 41.6 53.2 
全く行っていない 69.7 64.9 74.8 43.9 60.6 75.4 65.5 63.6 40.8 52.6 
よく行った 73.3 58.2 77.9 47.4 77.4 69.8 64.5 46.8 
2016 どちらかといえば，行った 73.1 58.0 78.1 47.3 76.4 67.9 63.1 45.1 
年度 あまり行っていない 72.4 57.0 77.4 46.4 75.7 66.7 62.0 43.9 
全く行っていない 72.5 57.2 77.3 46.4 75.5 66.3 61.5 43.4 
よく行った 75.2 58.0 79.1 46.3 79.0 74.5 66.7 51.2 
2017 どちらかといえば，行った 74.8 57.4 78.7 45.6 77.7 72.8 65.2 48.9 
年度 あまり行っていない 74.5 56.8 78.4 45.2 77.3 72.1 64.3 47.8 
全く行っていない 74.1 56.4 78.0 44.4 77.1 71.8 63.9 47.5 
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最後に，学校と博物館が連携することがどのような教育効果をもたらすのか，学力との関連から指
摘したい。端的に言うと，授業において博物館等を利用した方が，「全国学カ・学習状況調査」の国
語．算数・数学等の平均正答率が高いというデータがある。
教員は学習指導要領や教科書等に即した授業を構成するが．現代的課題について教員と子どもが自
由に議論するのが本来であり，展示内容・方法・順序等について自由に議論できる博物館は「学校の
最良のパートナーであり，その関係性こそが今後の博学連携が目指すべき方向である」 (13) という論
考もあるように．博学連携によって，主体的・対話的で深い学びが可能になる。これはまさに．アク
テイプ・ラーニングに通じるものであり．そのアクテイプ・ラーニングの可能性を拓くことができる
点に．博学連携の意義が認められるのではないかと考えられる。
なお，周知のとおり「全国学カ・学習状況調査」は小学生・中学生対象で．高校生の実態については
明らかになっていない。そのため，今後は，博学連携と高校生の学力に焦点化した研究が求められる。
注記・参考文献
(1)博学連携は，「「博物館＝（博）」と「学校＝（学）」が相互に連携・協力して子どもの教育に当たる取組みであ
ると一般的に認識されている。また，生涯にわたって学び続ける意欲や態度の基礎を養う観点から．学校教
育において博物館の役割を理解し．効果的に利活用する能力や態度を育てることも求められている。」と説明
される（石渡尊子「博学連携の現状と今後の可能性」「博物館の理論と教育J朝倉書店.2014, 98頁）。
(2)坂井知志「学社融合と社会教育施設～その具体化と可能性～」「日本生涯教育学会年報J19, 1998, 31-41頁
(3)塩川友弥子「学校教育と博物館I一学校教育における望ましい博物館活用ー」「博物館学雑誌』 18(1-2), 
1993, 35-51頁
(4)寺田安孝・山中敦子・川上昭吾「科学に関心を持つ市民を育成するための博学連携プログラムの実践」「愛知
教育大学教育実践総合センター紀要J11, 2008, 55-60頁
(5)塩川友弥子「学校教育と博物館ー特に小・中学校の社会科学習における博物館活用に関して一」「博物館学雑
誌」 15(1-2), 1990, 21-40頁
(6) 牛島薫・小宮孟・高桑祐司•藤原真・田代英俊「博物館運営における連携の戦略的利用の一例一博物館同士
および学校との連携によるデリバリーキットの開発ー」「日本ミュージアム・マネージメント学会研究紀要j
7, 2003, 17-24頁
(7)北林健ニ・斉藤理「地域史学習に関する博学連携の可能性について」「山口県立大学学術情報」 8.2015, 1-14 
頁
(8)篠原徹（研究代表者）「日本の博物館総合調査研究」（基本データ集）， 2013
(9)独立行政法人国立青少年教育振興機構「「高校生の科学等に関する意識調査報告書-8本・米国・中国・韓国
の比較ー」 2014
(10)本研究では，設置者が独立行政法人，公益財団法人・公益社団法人，一般財団法人・一般社団法人，宗教法
人，学校法人の博物館を「法人博物館」とした。また，都道府県，市（区），町，村が設慨者の博物館を「自
治体博物館」とした。
(11)表11の社会教育調査のデータは，文部科学省「平成23年度 社会教育調査報告書」 (2013)をもとに筆者が
算出した。法人博物館（独立行政法人，一般社団法人・一般財団法人（特例民法法人を含む。）） 374施設，自
治体博物館（都道府県，市（区），町，村） 721施設，合計1095施設である。
(12)高橋順ー「博物館資料を用いたアウトリーチ・プログラムの新視点」森茂岳雄編 r国立民族学博物館を活用
した異文化理解教育のプログラム開発」（国立民族学博物館調査報告56),2005, 247-260貞
(13)乙須翼「博物館展示から考える「人間の苦痛」の教育的利用一教員に求められる資質と倫理一」 r長崎国際大
学論叢J15, 2015, 1-12頁
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博物館と学校の連携に関する調査
各設問について， 2014(平成26)年度実績でご回答願います。
I. 貴施設のアウトリーチ・プログラムについてお聞きします。
下記の活動について，連携した学校（小学校・中学校・高等学校）すべてに〇をつけてください。
(1)出前授業・出張講座 （ 小学校 中学校 高等学校 ） 
(2)移動博物館 （ 小学校 中学校 高等学校
(3) ワークショップ （ 小学校 中学校 高等学校
(4)実物資料・ 史料の貸出 （ 小学校 中学校 高等学校
(5)複製資料・史料の貸出 （ 小学校 中学校 高等学校
(6)学習キットの貸出 （ 小学校 中学校 高等学校
n. 貴施設の主催事業についてお聞きします。
1. 下記の主催事業に参加した学校（小学校・中学校・高等学校）すべてに〇をつけてください。
(1)講演会 （小学校 ・ 中学校 ・ 高等学校
(2)研究会 （小学校 ・ 中学校 ・ 高等学校
(3)学級・講座 （小学校 ・ 中学校 ・ 高等学校
(4)映写会 （小学校 ・ 中学校 ・ 高等学校
2. 小学生・中学生・高校生を対象にした主催事業の状況について〇をつけてください。
(1)小学生対象の主催事業 （ あった ・ なかった ） 
(2) 中学生対象の主催事業 （ あった ・ なかった ） 
(3)高校生対象の主催事業 （ あった ・ なかった ） 
3. 主催事業の広報の状況について0をつけてください。
(1)小学校への主催事業の広報 （行った ・ 行わなかった
(2)中学校への主催事業の広報 （行った ・ 行わなかった
(3)高等学校への主催事業の広報 （行った ・ 行わなかった
4. 主催事業の企画・運営への小学生・中学生・高校生の関わり状況について〇をつけてください。
児童•生徒の個人的な関わり，有志での関わり，学校の教育活動としての関わり，どのような
形態の関わりでも結構です。
(1)小学生の主催事業の企画・運営への関わり （ あった
(2)中学生の主催事業の企画・運営への関わり （ あった
(3)高校生の主催事業の企画・運営への関わり （ あった
なかった ） 
なかった ） 
なかった ） 
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皿困玉至亘］の貴施設の利用状況についてお聞きします。
以下の (1)~ (27)の学習活動で貴施設を利用することに関して，①～④の有無をご回答願います。
①学校からの事前相談の有無
②学校の利用実績の有無
③貴施設の支援実績の有無
④学校から貴施設への事後の成果報告の有無
(1) ~ (27)すべての項目について，①～④各々の有無をご記入願います。
（例）貴施設でのPTA研修会の開催について，①学校からの事前相談があり，②責施設で開催さ
れたが，③特に支援はしておらず，④学校からの事後の成果報告がない，このような場合
PTA研修会 ◎ • 無 ◎ • 無 ③有 ・R ④有 ・R 
①事前相談 ②利用実績 ③支援実績 ④成果報告
(1)部活動の練習・日常活動
(2)部活動の発表会
(3)インターンシップ
(4)遠足・社会見学
(5)修学旅行（事前学習）
(6)修学旅行（本番）
(7)避難訓練・防災訓練
(8)文化祭（事前学習）
(9)野外活動（観察会等も含む）
(10)鑑賞会（伝統芸能や音楽等）
(11)生徒会役員会
(12)複数校の生徒会交流会
(13)ボランティア活動
(14)学校の記念行事等の式典
(15)異文化理解に関する学習
(16)著作権や情報倫理に関する学習
(17)郷土に関する学習
(18)食育や健康に関する学習
(19)人権に関する学習
(20)環境に関する学習
①有
①有
①有
①有
①有
①有
①有
①有
①有
①有
①有
①有
①有
①有
①有
①有
①有
①有
①有
①有
?????
?????
?????
?????
②有
②有
②有
②有
②有
②有
②有
②有
②有
②有
②有
②有
②有
②有
②有
②有
②有
②有
②有
②有
??????
． ． ． ． ． ． ． ?
??
?????
?????
③有
③有
③有
③有
③有
③有
③有
③有
③有
③有
無③有
無③有
無③有
： 
無 l③有
： 
無 l③有
????
?????
?????
?????
④有
④有
④有
④有
④有
④有
④有
④有
④有
④有
④有
④有
④有
④有
④有
④有
④有
④有
④有
④有
?????
?????
?????
?????
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(21)国語に関する学習
(22)政治・経済に関する学習
(23)地理・歴史に関する学習
(24)理科に関する学習
(25)数学に関する学習
(26)芸術に関する学習
(27)外国語に関する学習
①事前相談 l②利用実績
無l②有
無l②有
無②有
無②有
無②有
①有
①有
①有
①有
①有
①有
①有
無 I②有
i 
無l②有
?????
??
③支援実績 l④成果報告
無④有
無④有
無④有
無④有
無④有
???
③有
③有
???
．?
??
?????
??
N. 貴施設における高校生のボランティア活動についてお聞きします。
高校生が取り組んだ活動について，
(1)展示ガイド
(2)入場者整理・案内
(3)身体障害者の補助
(4)収集（展示）資料の整理
(5)調査研究の補助
(6)各種講座等教育普及事業の補助・企画
(7)広報資料の発行
(8) Webの作成・管理
(9)環境保全（館内美化等）
(10)特にない
あてはまる番号すべてに0をつけてください。
V. 責施設についてお聞きします。あてはまる番号に0をつけてください。
2. 貴施設の分類
3. 貴施設の館種
1. 貴施設の設置者 (1)独立行政法人 (2)都道府県 (3)市（区） (4)町 (5)村
(6)公益財団法人・公益社団法人 (7)一般財団法人・一般社団法人
(8)その他（
(1)登録博物館 (2)博物館相当施設
(1)総合博物館 (2)科学博物館 (3)歴史博物館 (4)美術博物館
(5)野外博物館 (6)動物園 (7)植物園 (8)動植物園 (9)水族館
4. 貴施設の学芸員資格を有する職員の有無 (1)有 (2)無
5. 貴施設の教員免許を有する職員の有無 (1)有 (2)無
6. 差し支えなければ，施設名のご記入をお願いします。公表することはありません。
ご協力いただきありがとうございました。
